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可
般
小
説
巻
五

れ
ば
、
い
か
や
う
に
も
心
懸
次
第
に
た
る
事
也
。
共
感
は
足
離
の
時
、

色
々
荷
物
な
ど
を
治
ひ
し
時
の
痕
也
と
被
申
候
。
智
石
金
津
へ
来
り

て
の
明
也
。

恐
日
。
智
石
児
小
姓
中
聞
の
内
、
或
時
大
炊
殿
留
守
の
目
、
寄
棚

に
有
之
候
ひ
し
ほ
手
の
香
組
に
て
香
を
焼
て
慰
み
申
候
底
、
不
慮

に
ふ
ち
を
か
L

し
申
候
。
常
々
鍾
愛
の
香
錨
の
事
故
、
殊
の
外
迷

惑
に
存
じ
無
色
も
滞
り
候
程
に
付
、
努
引
鏑
罷
在
候
。
翌
日
治
し

立
た
る
者
共
右
の
趣
を
申
上
候
。
大
炊
殿
被
申
候
は
、
天
地
の
間

凡
そ
形
を
た
し
申
も
の
与
、
一
度
減
せ
ざ
る
と
云
事
た
し
。
況
や

陶
治
の
類
は
破
れ
や
す
き
も
の
也
。
惜
む
に
不
足
事
也
。
児
小
姓

に
は
無
締
可
罷
出
候
様
に
と
て
相
勘
む
。
共
後
最
初
此
事
申
上
し

者
、
右
の
香
溜
ふ
ち
を
つ
ぎ
つ
く
る
は
せ
候
へ
ば
、
ひ
し
ほ
乎
の

事
故
少
も
焼
み
え
不
申
‘
本
の
通
り
に
成
候
に
付
、
或
時
共
香
鑑

持
て
出
、
か
様
に
罷
成
候
由
に
て
犬
炊
殿
へ
み
せ
候
へ
ぽ
、
大
炊

殿
被
申
候
は
、
か
様
の
事
大
に
不
可
然
事
也
。
右
の
見
小
姓
の
心

を
察
し
見
候
へ
。
誤
ち
て
身
が
秘
蔵
の
も
の
を
‘
わ
ら
せ
候
儀
を

深
〈
恥
数
存
じ
引
範
ほ
ど
の
も
の
、
此
香
胞
を
見
申
度
ご
と
に
、

そ
の
時
の
俄
可
存
知
出
候
。
し
か
れ
ば
難
儀
に
可
存
心
底
を
察
し

. .. . 
' 

ど
し
て
被
出
候
。
御
内
設
御
覧
有
之
、
若
袴
の
腰
も
ど
り
申
皆
御

.
申
候
へ
ば
‘
は
や
指
出
被
申
候
。
そ
れ
に
て
は
御
諦
難
成
候
。
態

と
も
ど
し
置
候
。
向
後
か
様
の
事
も
御
指
出
不
入
事
と
被
申
供
。

前
開
牧
野

先
生
舘
0

.
一
、
せ
う
し
ゃ
う
ね
の
詩
意

賀
州
の
御
鷹
師
二
人
つ
れ
だ
ち
て
、
日
尾
・
見
定
の
溢
へ
行

τ泊
け

る
所
に
、
敷
英
政
を
一
枚
貸
け
る
ゆ
ゑ
、
今
一
枚
か
し
く
れ
よ
と
い
へ

ぽ
、
一
枚
な
ら
で
無
之
候
問
、
せ
う
し
ゃ
う
疫
に
被
成
よ
と
一
式
。
せ
う

し
ゃ
う
ね
と
は
何
と
す
る
事
ぞ
と
開
け
れ
ば
]
尾
山
に
候
て
も
か
様

の
事
を
無
御
存
知
候
哉
。
せ
う
し
ゃ
う
ね
と
申
は
平
家
の
頃
、
平
判

官
康
額
と
丹
波
の
ゆ
終
成
経
は
す
ぐ
れ
て
中
よ
く
、
一
つ
の
英
護
に

い
つ
も
/
¥
二
人
疲
給
ふ
ゆ
ゑ
、
か
様
の
山
家
に
も
英
産
一
枚
に
二

人
ね
申
事
を
、
今
に
少
将
疲
と
申
候
。
尾
山
に
御
座
候
て
も
無
御
存

知
や
と
申
候
由
。
惣
て
古
と
と
ば
は
山
家
に
猫
残
り
し
向
。
又
あ
る

設
に
、
平
家
物
語
に
鬼
界
嶋
と
い
ふ
は
能
州
の
嶋
の
事
也
。
有
王
が

嶋
下
り
と
い
ふ
も
此
所
へ
来
り
じ
事
也
と
い
ふ
と
ぞ
。

一
、
加
賀
に
小
豆
銀
を
務
候
起
り

賀
州
の
俗
聞
に
肌
事
あ
れ
ば
小
豆
飯
を
し
た
L
め
、
奴
僕
へ
あ
た
へ

可
観
小
説
巻
五
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候
も
鎮
の
毒
也
。
と
く
/
¥
破

τ拾
供
へ
と
の
事
に
て
、
手
に
も

御
ふ
れ
無
之
候
よ
し
。
細
石
叉
或
時
客
前
に
て
‘
扶
よ
り
蜜
柑
を

三
つ
落
せ
し
小
姓
あ
り
。
大
炊
殿
帥
障
を
働
し
て
、
あ
の
馬
鹿
も
の
。

人
ゆ
く
れ
た
る
時
は
や
く
給
候
へ
ば
能
候
に
、
あ
の
馬
鹿
も
の
と

迄
被
申
候
。
智
石
次
に
て
承
候
。
此
類
許
多
。

愚
目
。
絞
倉
周
防
守
殿
京
都
所
司
代
被
仰
付
候
時
分
被
存
候
は
.

京
師
の
風
俗
傾
巧
に
し
て
別
て
内
殻
へ
取
入
秘
計
を
廻
し
.
公
事

訴
訟
の
者
は
猶
以
て
そ
の
趣
と
聞
停
へ
ら
れ
‘
御
前
に
て
御
請
の

節
も
、
妻
女
へ
申
聞
の
上
に
、
踊
御
諦
可
申
上
と
被
申
候
よ
し
、
治

ど
け
た
る
被
申
様
と
て
取
沙
汰
も
有
之
候
旨
。
扱
蹄
宅
候
て
御
内

設
へ
御
申
候
は
‘
今
日
京
都
所
司
代
被
仰
付
候
。
京
都
の
儀
大
切

成
御
用
に
候
。
第
一
公
事
訴
訟
に
不
限
、
内
所
へ
取
入
額
申
族
有

之
候
共
、
一
向
日
入
無
用
に
候
。
寓
事
に
付
少
し
も
そ
左
た
よ
り
、

指
出
の
儀
柳
無
之
様
に
可
有
御
心
得
と
被
申
候
へ
ば
、
婦
人
の

身
に
候
へ
ぽ
何
と
て
指
出
可
申
哉
、
不
被
仰
聞
候
て
も
の
事
陀
御

座
候
旨
被
答
候
慮
、
左
様
に
候
へ
ぼ
さ
っ
と
済
申
候
。
我
等
上
様

御
前
に
て
妻
女
へ
申
談
、
御
諦
可
仕
と
申
上
候
は
‘
是
に
て
候
と

て
笑
被
申
候
。
扱
表
へ
出
被
申
候
時
分
、
袴
C
腰
を
一
も
左
し
も

• 
た
ど
す
る
事
あ
り
。
京
江
戸
な
ど
に
此
事
な
し
。
回
定
は
富
樫
介
、
飯

縮
の
法
を
な
し
宇
賀
を
祭
り
て
‘
何
ぞ
心
服
あ
れ
ば
小
豆
飯
を
椿
候

事
.
今
に
遺
り
て
如
此
と
ぞ
。
絵
風
今
に
遺
り
し
事
を
か
し
。
.

一
、
長
門
守
指
闘
次
第
と
の
上
意

此
頃
の
事
・
な
め
り
。
十
歳
徐
の
児
持
た
る
入
、
御
披
を
見
せ
可
申
候

と
て
殿
中
へ
つ
れ
行
け
ば
‘
煩
悶
し
て
染
物
な
ど
に
て
、
返
し
候
。
此

子
い
ま
だ
御
目
見
も
不
仕
も
の
な
れ
ど
も
、
召
連
れ
候
底
煩
出
せ
し

に
て
親
迷
惑
に
存
じ
、
支
配
に
付
大
久
保
長
門
守
殿
へ
罷
越
、
如
何

可
仕
哉
相
拘
可
罷
在
哉
と
帯
候
へ
ば
、
無
構
可
罷
出
候
。
御
等
も
候

は
w
h

此
方
承
届
出
し
申
皆
可
申
上
候
。
御
目
見
未
v
仕
者
は
、
御
按
へ

召
連
申
問
敷
と
の
被
仰
出
も
、
絡
に
発
不
申
候
。
明
日
に
も
致
死
去

候
へ
ば
、
名
跡
に
被
仰
付
候
も
の
故
、
つ
れ
て
出
ま
じ
き
者
に
も
無

之
候
。
此
段
建
上
関
候
て
も
、
何
と
も
被
仰
出
も
有
ま
じ
く
候
。
御

帯
候
は
む
承
絹
指
闘
仕
皆
可
申
上
と
被
申
供
。
扱
御
目
付
よ
り
雪
上

の
所
、
長
門
守
は
何
と
申
候
哉
、
長
門
指
国
次
第
に
可
仕
と
上
意
に

付
、
右
の
趣
申
上
候
へ
ば
、
長
門
承
属
候
へ
ば
宜
し
き
由
被
仰
出
・

事
務
候
よ
し
。

一
、
伴
八
矢
居
陸
の
粗
忽

， ， 
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